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ポッドキャストの写し
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2023年10月号の，Anesthesiologyポッドキャスト
へようこそ。毎月パブリッシュされた研究のハ
イライトをお伝えしています。暫定共同編集長
の，ジム・ラスメルです。今月は、心臓手術後の
小児の神経認知発達に関する研究、術後痛に関
する研究、術後せん妄に関する研究などを取り上
げます。また、サンフランシスコで開催される
ANESTHESIOLOGYの年次総会で、このジャーナルが
スポンサーを務めるセッションについての情報提
供や、優秀研究賞とジェームス・コットレル・ 
会長奨励賞の受賞者紹介もおこないます。
まず、複雑心奇形の手術を受けた小児に対する，

鎮静薬と吸入麻酔薬の累積投与量の影響に関する研究からです。こ
れまでの研究で，先天性心疾患術後患者によくみられる合併症であ
る神経発達障害に、麻酔薬や鎮静薬への曝露が関与している可能性
が示唆されています。また、術後の鎮静薬の使用も、その後の神経
認知障害に関与している可能性があります。フィラデルフィア小
児病院のアラン・シンパオらは、鎮静薬や麻酔薬への曝露が多い
ほど、18ヵ月後の神経発達スコアが低くなるという仮説を立てまし
た。この後方視的コホート研究では、手術を受けた先天性心疾患の
小児患者を対象に、環境暴露と神経発達のアウトカムについて検討
しました。吸入麻酔薬と鎮静薬の累積投与量の影響を評価したとこ
ろ、吸入麻酔薬の累積暴露量は、18ヵ月後の追跡調査での神経発達
障害とは無関係でした。editorial では，ケイレブ・イングとラー
スロ・ヴァツキッツが、この結果は，親や医療者にとってひと安心
できるものだと述べているのに加えて，この小児コホートの長期的
な神経発達の追跡調査によって、さらに有用な情報が得られる可能
性がある，と述べています。featured authorポッドキャストで，
著者とエディターのやりとりをお聞きになるか、今月号で論文を無
料でお読みください。
つづいては術後痛に関する研究です。患者の80％以上が術後痛の緩
和が不十分であったと報告しており、痛みのコントロールが不十分
だと術後回復が損なわれる可能性があります。オピオイドは通常、
術後痛治療の主役ですが、副作用や処方制限などが伴います。デュ
ーク大学のEvan Kharaschらは、当日入院・翌日退院となる手術後
の患者に対して、メサドンの術中単回投与の効果を検討しました。
この二重盲検・無作為化・用量漸増試験では、術中のメサドン単
回・静脈内投与と、必要に応じて短期間投与するオピオイドの対照
を比較しました。結果は、導入時にメサドンを0.25mg/kg単回投与
された患者では、自宅での痛みとオピオイドの使用量が減少しまし
た。Editorialでは，ポール・マイルズとチャド・ブルメットが、
この結果は勇気づけられるものであり、翌日退院または短期滞在手
術における，メサドンの使用を支持する予備的データであると，述
べています。著者とエディターによるfeatured authorポッドキャ
ストをお聞きいただき，詳細をご確認ください。
つづいての研究です。手術を受ける高齢者にとって、術後に新たな
障害が生じたり、もともとの障害が悪化したりすることはよくあ
りますが，障害発症のリスク因子は完全には明らかになっていませ
ん。オーストラリア・メルボルンのモナッシュ大学のマーク・シャ
ルマンらは、手術を受けた高齢者の死亡や障害を予測するモデルを
開発しました。この前向き単施設研究では、手術を受ける70歳以上
の患者を対象に，ベースラインの障害を手術前に評価し、手術後は
3ヵ月後と6ヵ月後に電話で追跡調査しました。変数として，年齢、
ベースラインのWHO障害評価・面接基準スコア、慢性腎臓病、認知
症を用いた，自動化された手法で、臨床医が定義した合併症の予測
精度は90％以上であり、このモデルが正確であることが示唆されま
した。このモデルは、より大規模で多様な集団でさらに検証する必
要があります。
次は、術後せん妄に関する研究です。大手術後の患者の10%〜60
％が術後せん妄をきたします。術後せん妄は長期的な身体的、認
知的，機能低下と関連しています。カリフォルニア大学サンフラ
ンシスコ校のジャクリーン・ レオンは、大手術を受ける高齢患
者において、術前の神経変性のバイオマーカーが術後せん妄と関
連するかを調べる研究を行いました。この後方視的ケースコント
ロール研究では、待機的非心臓手術を受けて、2日以上入院した
65歳以上の患者を対象としています。術前に，血漿中の，リン酸
化タウ181、ニューロフィラメントライトチェーン、アミロイド
β42、グリア線維性酸性蛋白GFAP，の濃度を測定しました。術後
せん妄は，Confusion Assessment Method・CAMにより評価されまし
た。291人の患者のうち、35％が術後せん妄を発症し，バイオマー
カーの値の分布は，せん妄群と非せん妄群で有意に異なっていまし
た。測定された4つのバイオマーカーのうち、ニューロフィラメン

トライトチェーンの中央値は，せん妄を発症した群で有意に高値で
した。この結果から、せん妄を発症した患者は、術前に，臨床的に
は明らかでない神経変性をきたしている可能性が高く、それは血漿
中のニューロフィラメントライトチェーンの濃度変化に反映されて
おり，これを用いて術後に認知機能低下をきたす脆弱性を持つ患者
を，術前に特定することができるかもしれません。
次に、人工膝関節全置換術における，最近の運動神経を温存する神
経ブロックの鎮痛効果に関する研究です。単回や持続の内転筋管
ブロック，あるいは膝窩動脈と膝関節の間で行うiPACKブロックを
追加することの有効性は，まだ明らかになっていません。ウェクス
ナー・メディカル・センターのナーシル・フセインらは、術中の
局所浸潤麻酔に内転筋管ブロックやiPACKブロックを追加すること
が有効かどうかを評価するために，メタ解析を行いました。27の研
究を検討した結果、術後痛のコントロールに最も有効であったの
は、iPACKブロックの単回投与をせずに，内転筋管ブロックを持続
投与することでした。しかし、追加鎮痛の効果は小さく、臨床的な
有用性には疑問が残ります。
つづいての研究です。近年、内因性疼痛調節機構を利用して，痛み
の管理をすることが臨床的に注目されています。中脳の水道周囲灰
白質を電気刺激すると、痛みが改善することが報告されており，モ
ルヒネなどのオピオイドμ受容体作動薬を水道周囲灰白質に注入す
ると、感覚閾値が上昇することが知られています。ピッツバーグ大
学のエイリーン・グエンらは、水道周囲灰白質に存在する，オピオ
イドμ受容体を発現するニューロンの特徴を明らかにし、侵害受容
試験においてこれらのニューロンを操作した場合の効果を検討しま
した。水道周囲灰白質のオピオイドμ受容体ニューロンを活性化し
たところ、逃避行動は促進されましたが、反射的反応は抑制されま
した。この結果は、侵害受容への行動発現における，水道周囲灰白
質の役割を強調しています。
今月ひとつ目の総説は、免疫療法とがん標的療法に関するもので
す。これらの薬剤には、低分子阻害薬、モノクローナル抗体、免疫
チェックポイント阻害薬などが含まれ、個々の腫瘍の特徴を標的と
して、細胞の増殖を阻止することができます。一般的に従来の化
学療法よりも忍容性は高いものの、これらの薬剤の多くは，周術期
に影響を及ぼす可能性があります。ユタ大学のジル・シンドは、
癌の標的療法について述べ、周術期管理を行う医師への提言をして
います。
つづいてふたつ目の総説は、慢性痛と，サイケデリックな薬物の治
療的使用に関するものです。オピオイド鎮痛薬や非オピオイド鎮
痛薬を含む従来の治療薬には、副作用や中毒がつきものでした。サ
イケデリック薬は、直接的なセロトニン受容体作動効果、抗炎症効
果、シナプスのリモデリングを通じた痛みの知覚を変化させる効果
があると考えられています。トロントのセント・マイケルズ病院の
アカシュ・ゴエルらは、痛み治療におけるサイケデリックな薬物の
効果を評価した論文のレビューを行いました。その結果、サイケデ
リックな薬物は，一部の頭痛患者や，癌性疼痛患者の鎮痛薬として
望みがあると結論づけています。
さて，今年もこの雑誌Anesthesiologyでは、10月にサンフランシス
コで開催されるアメリカ麻酔科学会年次総会で、いくつかのセッシ
ョンのスポンサーを務めます。 人工知能がどのように医療を変革
しつつあるかについての、麻酔と集中治療における予測分析に関す
るセッションも予定しています。今年のジャーナル・シンポジウム
は「ママを守る：麻酔科学と分娩前後のケア」と題して、妊産婦の
重篤な合併症と死亡率に関連する研究に焦点を当てます。さらに、
最近発表された4つの臨床試験について、研究者との和やかな討論
と，講評が行われます。これらのセッションについての詳細は、ジ
ャーナルのウェブサイトでご確認ください。
本年度の優秀研究賞を受賞した，マーガレット・セデンスキーとフ
ィリップ・モーガンをご紹介します。セデンスキーとモーガンは、
麻酔の謎に，遺伝学的アプローチを適用したパイオニアです。回
虫を用いた彼女らの発見は、麻酔メカニズムの研究に新たな局面を
もたらしました。そして、本年度のジェームス・コットレル・ 会
長奨励賞を受賞したのは，カルステン・バーテルです。ペインク
リニックのフェローとしての経験から始まった彼の研究は、術後の
有害な転帰に対するオピオイドやその他の予測因子の影響に関す
るもので，患者ケアのガイドラインに組み込まれています。この3
名は、サンフランシスコで開催される年次総会の「Celebration of 
Research」で、それぞれの研究について発表してくれる予定です。
今月もお聞きくださりありがとうございました。サンフランシスコ
で開催されるANESTHESIOLOGYに参加される方は、ぜひジャーナルの
ブースにもお立ち寄りください。来月号のハイライトはまた11月に
お届けします。

 


